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◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
名
作
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、

世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
業
界
の
最
前
線

で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
い

う
視
点
か
ら
探
る
講
座
を
一
月
十
八
日
か
ら
五
回
に

わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
徳
島
市
で
の
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン

ト
「
マ
チ
☆
ア
ソ
ビ
」に
見
ら
れ
る
文
化
と
場
所
の
融

合
や
、
観
客
参
加
型
ア
ニ
メ
バ
ト
ル
「
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
カ
ッ

プ
」、
個
性
あ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
名
高
い
ボ

ン
ズ
の
舞
台
裏
、
ニ
コ
ニ
コ
動
画
の
与
え
た
影
響
と
将

来
、
そ
し
て
二
〇
一
二
年
度
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
十
大

ニ
ュ
ー
ス
ま
で
、
最
も
ホ
ッ
ト
な
講
師
を
招
い
て
詳
し

く
解
き
明
か
し
た
講
座
と
な
っ
た
。

◎
映
画
専
攻

　

三
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、
横
浜
・
馬
車
道

校
舎
に
お
い
て
、
映
画
専
攻
七
期
生
修
了
制
作
展
を
行
っ

た
。『
神
奈
川
芸
術
大
学
映
像
学
科
研
究
室
』『
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
・
ニ
ュ
ー
・
ベ
イ
エ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』『
バ

イ
バ
イ
、
マ
ラ
ー
ノ
』『
友
達
』が
上
映
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

好
評
を
博
し
た
。
七
月
六
日
か
ら
十
九
日
に
は
、
渋
谷

ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー
ス
で
も
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
上
映
を
行
っ
た
。

◎
映
画
専
攻

　

四
月
六
日
、
映
画
専
攻
七
期
生
制
作
の
オ
ム
ニ
バ
ス

作
品
『
ら
く
ご
映
画
』が
劇
場
公
開
さ
れ
た
。
古
典
落

語
の
『
ね
ず
み
』『
死
神
』『
猿
後
家
』を
原
案
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
作
品
で
、
二
年
次
の
実
習

と
し
て
昨
年
の
七
月
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。

◎
映
画
専
攻

　

三
月
二
十
三
日
、
横
浜
・
馬
車
道
校
舎
に
お
い
て
、

映
画
専
攻
一
期
修
了
生
の
加
藤
直
輝
氏
が
監
督
し
た

『Sonic Road M
ovie Y

O
K

O
H

A
M

A
!

』の
上
映
会

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
映
像
を
上
映
し
な
が
ら
、
そ
の
場

で
音
を
つ
け
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、好
評
を
博
し
た
。

◎
映
画
専
攻

　

三
月
二
十
四
日
、
横
浜
・
馬
車
道
校
舎
に
お
い
て
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
映
画
監
督
ジ
ョ
ア
ン
・
ペ
ド
ロ
・
ロ

ド
リ
ゲ
ス
氏
の
作
品
上
映
と
講
義
を
行
っ
た
。『
男
と

し
て
死
ぬ
』（
二
〇
〇
九
年
）を
上
映
後
、
映
画
評
論
家

の
大
寺
眞
輔
氏
の
司
会
に
よ
る
講
義
を
行
い
、
好
評

を
博
し
た
。

◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

三
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
、
本
学
横
浜
校
地
馬
車
道

校
舎
に
お
い
て
、
第
四
期
生
修
了
制
作
展
「GEIDA

I 
A

N
IM

A
T

IO
N

 04 SA
IL

」を
開
催
し
た
。
修
了
作

品
と
一
年
次
制
作
の
計
三
十
本
近
く
の
作
品
を
上
映

し
、
ラ
ッ
パ
ー
の
宇
多
丸
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

と
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
監
督
の
松
江
哲
明
氏
と
山
村

浩
二
教
授
に
よ
る
対
談
を
行
っ
た
。
ま
た
三
月
十
六
日

か
ら
二
十
二
日
に
は
、
渋
谷
の
ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー
ス
に
お

け
る
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
上
映
を
行
っ
た
。

Topics of 

Film and
New Media
2013 .02 - 07

映
旬

2現
代
映
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論

2
0
1
2-

2
0
1
3

4
O

pen T
heater / E

tc. 
『Sonic Road Movie YOKOHAMA!

』

3映
画
専
攻
七
期
生
修
了
制
作
展

6
オ
ム
ニ
バ
ス
作
品『
ら
く
ご
映
画
』封
切

5
横
浜
市
民
公
開
講
座 open TH

EATER/ex2

「
ジ
ョ
ア
ン
・
ペ
ド
ロ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

監
督
特
別
講
義
」

1ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

第
四
期
生
修
了
制
作
展
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右上から時計回りに、
『神奈川芸術大学映像学科研究室』

『ビューティフル・ニュー・ベイエリアプロジェクト』
『友達』

『バイバイ、マラーノ』

6 オムニバス作品『らくご映画』封切
映画専攻

5 横浜市民公開講座 open THEATER/ex2
「ジョアン・ペドロ・ロドリゲス監督特別講義」
映画専攻

1アニメーション専攻第四期生修了制作展
アニメーション専攻

2現代映像プロデュース論 2012-2013
アニメーション専攻

4Open Theater / Etc. 『Sonic Road Movie YOKOHAMA!』
映画専攻

3映画専攻七期生修了制作展
映画専攻
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Topics of 

Fine Arts

2013 .02 - 07

美
旬

1展覧会「物質と彫刻―近代のアポリアと形見なるもの―」
上：2階展示会場　左下、右下：ギャラリートーク
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四
月
二
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
大
学
美
術
館
陳
列

館
に
お
い
て
、
彫
刻
科
主
催
の
「
物
質
と
彫
刻
」展
が

開
催
さ
れ
た
。
本
展
は
本
学
彫
刻
科
教
員
、
教
育
研
究

助
手
六
名
と
、
学
外
か
ら
現
在
国
内
外
で
活
躍
中
の
作

家
五
名
を
招
き
、
展
覧
会
が
構
成
さ
れ
た
。

　

会
期
中
に
行
わ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
多
く
の
若
い
学
生
が
熱
心
に
各
作
家

の
話
を
聞
く
姿
が
あ
り
、
会
場
は
足
の
踏
み
場
も
な
い

ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。
小
企
画
で
は
あ
る
が
、
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
が
多
種
多
様
な
物
質
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
本
展
は
、
学
内
外
か
ら
高
い
評
価

を
得
ら
れ
た
。

　

六
月
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
平
成
二
十
五
年
度
に

新
た
に
油
画
研
究
室
に
加
わ
っ
た
教
員
の
制
作
作
品
を

絵
画
棟
１
階
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
１
・
２（
大
石
膏
室
手

前
）を
展
示
会
場
と
し
て
一
堂
に
集
め
発
表
す
る
展
覧

会（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
展
）が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
在
校
生
を
は
じ
め
と
し
た
大
学
関
係
者
、

一
般
市
民
に
広
く
制
作
・
研
究
活
動
を
紹
介
し
、
今
後

の
大
学
で
の
教
育
研
究
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
に
は
今
年
度
も
、
多
種

多
様
な
表
現
形
式
を
と
っ
た
作
品
が
集
ま
り
、「
絵
画
・

油
画
」を
出
発
点
と
し
た
表
現
が
多
様
な
展
開
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

12 展
覧
会
「
物
質
と
彫
刻
―
近
代
の

ア
ポ
リ
ア
と
形
見
な
る
も
の
―
」

２
０
１
３　

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
展

22013　NEWS展
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3Zig Zag 展（三國G国際交流展）

オープニング風景折り本ワークショップ

右上：ドイツブース展示風景
左上：日本ブース展示風景
左下：シュツットガルト美術大学
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六
月
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ

ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
美
術
大
学
に
お
い
て
、Zig Zag 

展

（
三
國
Ｇ
国
際
交
流
展
）が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
展
は
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
美
術
大
学
の
企
画
に

よ
り
、
日
本
画
研
究
室
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
芸
術
家
及
び

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
待
し
、
関
係
を
繋
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

ジ
グ
ザ
グ
・
ペ
ー
パ
ー
（
日
本
で
は
折
り
本
・
折
り

手
本
）と
呼
ば
れ
る
従
来
の
東
ア
ジ
ア
の
素
材
、
お
よ

び
形
式
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
で
実
験
的
に
試

み
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、
国
ご
と
に
特
徴
の
あ
る
展
覧

会
と
な
っ
た
。

3

Zig Zag 

展
（
三
國
G
国
際
交
流
展
）

4版画第二研究室展「ずれた」

　

七
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
版
画
第
二
研
究
室
展

「
ず
れ
た
」が
絵
画
棟
１
階A

rt space

１
、２
で
開
催

さ
れ
た
。
今
年
で
二
年
目
と
な
る
本
展
で
は
版
画
第
二

研
究
室
教
職
員
四
名
と
在
籍
す
る
学
生
十
二
名
が
出
品

し
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
版
画
領
域
か
ら
〃
ず
れ
た〃

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
並
ん
だ
。
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
学
外
か
ら
の
来
場
も
あ
り
、
出
品
者

に
と
っ
て
貴
重
な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。
土・日・

祝
日
を
含
め
た
九
日
間
の
展
覧
会
は
好
評
を
博
し
て
終

了
し
た
。

4版
画
第
二
研
究
室
展
「
ず
れ
た
」
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Topics of 

Music

2013 .02 - 07

音
旬

　

三
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
ア
ジ
ア
総
合
芸
術

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
事
業
と
し
て
、
中
国
か
ら
招

聘
し
た
音
楽
研
究
者
三
〇
名
と
日
本
側
研
究
者
六
〇

名
が
参
加
し
、
標
記
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
議

は
、
一
九
九
五
年
福
建
師
範
大
学
で
の
第
一
回
以

来
、
隔
年
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
で
の
開
催
は

二
〇
〇
一
年
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
で
の
第
四
回
に
次

ぐ
二
度
目
で
あ
る
。
両
国
の
研
究
者
は
、
本
会
議
用

に
日
中
両
国
語
で
編
集
さ
れ
た
論
文
集
に
基
づ
い
て
、

二
会
場
に
分
か
れ
て
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し
合

い
、
交
流
を
深
め
た
。
二
十
七
日
夕
に
は
邦
楽
科
の

協
力
を
得
て
能
ホ
ー
ル
に
お
い
て
歓
迎
演
奏
会
が
行

わ
れ
、
約
百
名
の
聴
衆
が
間
近
に
聴
く
邦
楽（
山
田
流

箏
曲
・
宝
生
流
仕
舞
・
長
唄
）の
魅
力
を
堪
能
し
た
。

会
期
中
に
満
開
を
迎
え
た
上
野
や
谷
中
の
桜
の
美
し

さ
も
、
中
国
人
研
究
者
を
魅
了
し
た
。

　

器
楽
科
管
打
楽
器
専
攻
が
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で

い
る
「
吹
奏
楽
き
ら
め
き
事
業
」は
、
福
島
県
伊
達
市

が
行
っ
て
い
る
震
災
復
興
事
業
の
一
環
で
あ
る
。
そ
の

二
回
目
と
な
る
合
同
演
奏
会
「
伊
達
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
ィ
ン

1第
10
回
日
中
音
楽
比
較
研
究

国
際
学
術
会
議
（
楽
理
科
）

1第10 回日中音楽比較研究国際学術会議（楽理科）
上：開会式後の参加者全員での記念撮影

中：研究発表会の様子
下：本会議の実行委員会

2伊
達
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
ィ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
合
同
演
奏
会
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ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
×
東
京
藝
大
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
合
同
演
奏
会
」が
五
月
十
九
日
、
同
市
保
原
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
伊
達
市
と
藝
大
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た

だ
い
た
古
屋
圭
司
国
務
大
臣
が
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
携

え
て
登
場
、
藝
大
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク

に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
協
奏
曲
第
２
楽
章
を
演
奏
し
会
場

を
沸
か
せ
た
。「
こ
の
事
業
を
通
し
て
一
人
で
も
多
く
の

子
供
た
ち
が
音
楽
を
一
生
の
友
と
し
て
歩
ん
で
く
れ
れ

ば
」と
い
う
古
屋
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
文
化
芸
術

の
も
つ
責
任
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
っ
た
。
今
年
度
は
交
流
事
業
と
し
て
、
夏
の
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
た
訪
問
指
導
や
、

秋
と
冬
に
は
学
生
が
指
導
に
あ
た
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
美
術
館
に
て
開
催
の
「
夏
目
漱
石
の
美
術
世
界

展
」関
連
事
業
と
し
て
六
月
二
十
二
日
、
能
楽
公
演
「
夏

目
漱
石
の
見
た
能　
習
っ
た
謡
」が
音
楽
学
部
第
４
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
音
楽
学
部
と
大
学
美
術
館
が
協
力
し
て
行
わ

れ
た
催
し
で
、
特
に
邦
楽
科
を
有
す
る
本
学
の
利
点
を

最
大
限
に
発
揮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
漱
石
の
作
品
や
日
記
に
登
場
す
る
「
能
」の
演
目
を
取

り
上
げ
て
、
独
吟
・
連
吟
・
仕
舞
・
能
の
形
式
に
よ
る

実
演
を
行
い
、
文
豪
夏
目
漱
石
の
新
た
な
一
面
を
示
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
公
演
は
漱
石
作
品
へ
の
理
解
を
一

層
深
め
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
応
募
で
の
当
選
者（
約

一
二
〇
名
）で
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、
観
客
に
大
き
な
感
銘

を
与
え
た
公
演
と
な
っ
た
。

3能
楽
公
演

「
夏
目
漱
石
の
見
た
能　

習
っ
た
謡
」

2伊達ジュニアウィンドオーケストラとの合同演奏会
上：合同演奏会（指揮：山本正治教授）

右下：古屋大臣のクラリネット演奏
左下：藝大ウィンドオーケストラの演奏

3 能楽公演「夏目漱石の見た能 習った謡」
能「高砂」より
上：後シテ（住吉明神：武田孝史教授）
下：前シテ（翁：辰巳満次郎）、ツレ（姥：和久荘太郎）




